
開設母体 要件

韓国語

韓国語

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

37H1012 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 月3 鄭 敬珍

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として人文・応理・
工シス・総学1対象(学
籍番号末尾奇数)。日
本語で授業を行う。
G科目
対面

37H1022 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 月3 白 仁子

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として人文・応理・
工シス・総学1組対象
(学籍番号末尾偶数)。
日本語で授業を行う。
G科目
対面

37H2012 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 月4 鄭 敬珍

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として比文・日日・
社工・体育1・総学2対
象(学籍番号末尾奇
数)。日本語で授業を
行う。
G科目
対面

37H2022 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 月4 白 仁子

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として比文・日日・
社工・体育1・総学2対
象(学籍番号末尾偶
数)。 日本語で授業を
行う。
G科目
対面

37H5012 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 火4 白 仁子

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として教育・心理・
障害・知識・体育2・
総学5対象(学籍番号末
尾奇数)。 日本語で授
業を行う。
G科目
対面

37H5022 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 火4 沈 希津

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として教育・心理・
障害・知識・体育2・
総学5対象(学籍番号末
尾偶数)。 日本語で授
業を行う。
G科目
対面

37H6012 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 火3 白 仁子

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として社会・国際・
資源・情報・総学6対
象(学籍番号末尾奇
数)。 日本語で授業を
行う。
G科目
対面

37H6022 基礎韓国語AI 2 1.0 1 春AB 火3 沈 希津

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(入門レベル)の修得を
目指す。

主として社会・国際・
資源・情報・総学6対
象(学籍番号末尾偶
数)。 日本語で授業を
行う。
G科目
対面

37J1012 基礎韓国語BI 2 1.0 1 春AB 水2 森 勇俊

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、基本
文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、社
会生活の場面に即した基礎的なコミュニケーショ
ン能力の修得を目指す。

主として人文・応理・
工シス・総学1対象。
日本語で授業を行う。
G科目
対面

37J2012 基礎韓国語BI 2 1.0 1 春AB 水1 森 勇俊

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、基本
文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、社
会生活の場面に即した基礎的なコミュニケーショ
ン能力の修得を目指す。

主として比文・日日・
社工・体育1・総学2対
象。日本語で授業を行
う。
G科目
対面

37J5012 基礎韓国語BI 2 1.0 1 春AB 金1 申 貞恩

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、基本
文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、社
会生活の場面に即した基礎的なコミュニケーショ
ン能力の修得を目指す。

主として教育・心理・
障害・知識・体育2・
総学5対象。 日本語で
授業を行う。
G科目
対面

37J6012 基礎韓国語BI 2 1.0 1 春AB 金2 申 貞恩

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、基本
文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、社
会生活の場面に即した基礎的なコミュニケーショ
ン能力の修得を目指す。

主として社会・国際・
資源・情報対象。日本
語で授業を行う。
G科目
対面

37K1012 基礎韓国語AII 2 1.0 1 秋AB 月3 鄭 敬珍

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(基礎レベル)の修得を
目指す。

主として人文・応理・
工シス・総学1対象。
日本語で授業を行う。
G科目
対面
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37K2012 基礎韓国語AII 2 1.0 1 秋AB 月4 鄭 敬珍

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(基礎レベル)の修得を
目指す。

主として比文・日日・
社工・体育1・総学2対
象。日本語で授業を行
う。
G科目
対面

37K5012 基礎韓国語AII 2 1.0 1 秋AB 火4 白 仁子

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(基礎レベル)の修得を
目指す。

主として教育・心理・
障害・知識・体育2・
総学5対象。 日本語で
授業を行う。
G科目
対面

37K6012 基礎韓国語AII 2 1.0 1 秋AB 火3 白 仁子

初修者を対象にしたこの韓国語の授業では、4技
能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に配
慮しながら、特に基本文法(基礎レベル)の修得を
目指す。

主として社会・国際・
資源・情報・総学6対
象。日本語で授業を行
う。
G科目
対面

37L1012 基礎韓国語BII 2 1.0 1 秋AB 水2 森 勇俊

この授業では、すでに韓国語の初歩的な文法やコ
ミュニケーション能力を身につけている学習者を
対象に、さらなる実践的なコミュニケーション能
力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な学
習に十分な語学能力の獲得を目指す。

主として人文・応理・
工シス・総学1対象。
「基礎韓国語BII」は
選択・自由科目だが、
「基礎韓国語BI」との
継続性を持っているの
で、そのまま続けて履
修することを推奨す
る。主に日本語で授業
を行う。
G科目
対面

37L2012 基礎韓国語BII 2 1.0 1 秋AB 水1 森 勇俊

この授業では、すでに韓国語の初歩的な文法やコ
ミュニケーション能力を身につけている学習者を
対象に、さらなる実践的なコミュニケーション能
力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な学
習に十分な語学能力の獲得を目指す。

主として比文・日日・
社工・体育1・総学2対
象。「基礎韓国語
BII」は選択・自由科
目だが、「基礎韓国語
BI」との継続性を持っ
ているので、そのまま
続けて履修することを
推奨する。主に日本語
で授業を行う。
G科目
対面

37L5012 基礎韓国語BII 2 1.0 1 秋AB 金1 申 貞恩

この授業では、すでに韓国語の初歩的な文法やコ
ミュニケーション能力を身につけている学習者を
対象に、さらなる実践的なコミュニケーション能
力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な学
習に十分な語学能力の獲得を目指す。

主として教育・心理・
障害・知識・体育2・
総学5対象。 「基礎韓
国語BII」は選択・自
由科目だが、「基礎韓
国語BI」との継続性を
持っているので、その
まま続けて履修するこ
とを推奨する。主に日
本語で授業を行う。
G科目
対面

37L6012 基礎韓国語BII 2 1.0 1 秋AB 金2 申 貞恩

この授業では、すでに韓国語の初歩的な文法やコ
ミュニケーション能力を身につけている学習者を
対象に、さらなる実践的なコミュニケーション能
力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な学
習に十分な語学能力の獲得を目指す。

主として社会・国際・
資源・情報対象。
「基礎韓国語BII」は
選択・自由科目だが、
「基礎韓国語BI」との
継続性を持っているの
で、そのまま続けて履
修することを推奨す
る。主に日本語で授業
を行う。
G科目
対面

韓国語(2年次履修)
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3751612 韓国語圏の言語と文化A 2 1.0 2 春AB 火5 申 貞恩

「基礎韓国語AI/AII」「基礎韓国語BI」で修得し
た言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞く・話
す・書く)の総合的な伸長に配慮しながら、韓国
語圏の文化と社会の理解をさらに深めることを目
指す。

2年次以上対象。原則
として、「基礎韓国
語」A及びBの履修者に
限る。主に日本語で授
業を行う。
G科目
対面

3751622 韓国語圏の言語と文化A 2 1.0 2 春AB 水1 申 貞恩

「基礎韓国語AI/AII」「基礎韓国語BI」で修得し
た言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞く・話
す・書く)の総合的な伸長に配慮しながら、韓国
語圏の文化と社会の理解をさらに深めることを目
指します。

2年次以上対象。「基
礎韓国語」A及びBの履
修者に限る。主に日本
語で授業を行う。
G科目
対面

3754612 韓国語圏の言語と文化B 2 1.0 2 秋AB 火5 申 貞恩

「基礎韓国語AI/AII」「基礎韓国語BI」で修得し
た言語知識を踏まえて、より実践的なコミュニ
ケーション能力の向上に配慮しながら、韓国語圏
の文化と社会の理解をさらに深めることを目指
す。

2年次以上対象。原則
として、「韓国語圏の
言語と文化A」の履修
者に限る。日本語で授
業を行う。
G科目
対面
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3754622 韓国語圏の言語と文化B 2 1.0 2 秋AB 水1 申 貞恩

「基礎韓国語AI/AII」「基礎韓国語BI」で修得し
た言語知識を踏まえて、より実践的なコミュニ
ケーション能力の向上に配慮しながら、韓国語圏
の文化と社会の理解をさらに深めることを目指し
ます。

2年次以上対象。「韓
国語圏の言語と文化
A」の履修者に限る。
日本語で授業を行う。
G科目
対面

韓国語(選択・自由科目)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

3763012 応用韓国語IA 2 1.0 1 - 4 春AB 火4 申 貞恩

基礎韓国語を修了した学生を対象に、韓国の新
聞・メディアテキストを活用して、実践的な読解
力と作文力を養成する。社会、政治・経済、文
化、スポーツなど多様なジャンルの記事を扱い、
要約・翻訳・記事作成を通じて、韓国語のメディ
アリテラシーを身につける。最終的には、学生自
身がオリジナル記事を作成できるレベルを目指
す。

全学群対象。「基礎韓
国語」AおよびBを履修
済または同等の韓国語
能力を有する学生を対
象とする。
G科目
対面

3764012 応用韓国語IIA 2 1.0 1 - 4 春AB 火3 申 貞恩

視聴覚メディアを活用した実践的なリスニング・
スピーキング能力の養成を目的とする。ニュー
ス、ドラマ、ポッドキャストなど多様な韓国語教
材を用いて、実際の韓国語使用場面に対応できる
口頭コミュニケーション能力を育成する。授業で
は、効果的な聞き取り戦略の習得から始まり、段
階的にプレゼンテーションや討論などの発信型活
動へと発展させていく。

全学群対象。「基礎韓
国語」A及びBを履修済
または同等の韓国語能
力を有する学生を対象
とする。
G科目
対面

3768012 応用韓国語IB 2 1.0 1 - 4 秋AB 火4 申 貞恩

韓国の文学作品(小説・絵本)を題材に、高度な読
解力と創作力を養成する。文学的表現の理解と翻
訳技法を学び、短編小説、絵本、動画スクリプト
などの創作活動を行う。文学作品の分析・批評能
力を育成し、最終的には学生自身がオリジナル作
品を創作し、作品発表会で成果を共有する。

全学群対象。「基礎韓
国語」AおよびBを履修
済または同等の韓国語
能力を有する学生を対
象とする。春学期開設
「応用韓国語IA」の履
修を推奨する。
G科目
対面

3769012 応用韓国語IIB 2 1.0 1 - 4 秋AB 火3 申 貞恩

春学期の基礎を発展させ、より高度なリスニン
グ・スピーキング能力を養成する。映画、ドキュ
メンタリー、You Tube動画など現代的で実際的な
メディアを活用し、流暢で自然な口頭表現力の向
上を目指す。ディベート、スピーチ、即興会話な
ど、より高度な発話活動を通じて、様々な状況に
対応できる実践的な韓国語運用能力を育成する。

全学群対象。「基礎韓
国語」AおよびBを履修
済または同等の韓国語
能力を有する学生を対
象とする。春学期開設
「応用韓国語IIA」の
履修を推奨する。
G科目
対面
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